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かつて，コ γ ティ Y ジヱンシー・セオリーの特徴，貢献としては次のような
3) Lawr田ce& Lorsch， 0市町Iizationand E.nvironment， 1967; C. Perrow， 0，吉田llza
tional Analysis， 1970 
4) 車岡功「組織のコンテインタヱンシー ・セオり についてJ ~経済論叢j 114 (3.4) 1974年9・
10月。


























5) R. J. Aaamek， "M!lPPlng the Interorganizational Landscape; A Critical Appraisal，" 
in A. R. Negandhi (ed.)， Interoη.a=印 tionTh印 ry，1975. 
G) 陣旗武彦赤岡甜編，前掲書。
































は， (吋クローズド・システム論によるものと， (b)オー プンJ・システム論による
ものとにわけることができる。









パートラ γフィ (vonBertalanfy)のオープγ ・シエテム論が導入されること
になる。この場合，組織は環境によってどのような影響をうけるか，組織によ









7) S. Terreberry， ~< The Evolution of Organi回tion~l Environmets，" Administrative Sci 
ence Quarterly， Vol. 12， Aug. 1968. 
8) R. H. Hall， Organizatioflゐ 1972
























ての研究は多く， 不確実性が高くなると， ①組J織は適応的， 有機的になるこ
と12>，②経営者の志向が分化すること叫 ①従業員の横のコミュニケージョン，
意思決定への参加が拡大すること'" ④内的な調整，コントロールの問題が大
9) F. E. Emery and E. L. Trist，“ The Causal Texture of Organizational Environn官汎ts~"
Hu:隅 anRelation夕、 Vol.18， 1965 
10) J. P. Thomps曲 .Orga叫 zatwn四 Action，1967; W. R. Dill.“Envir田lmentas an 
Influence on Managerial Autonomy， Adm悶 strativeScience Qua河erly，Vol. 2， 1958 
11) Van de V回.Emett and Koening， "Framework of Interorganization Analysis，" in 
Negandhi (ed.)， op. cit.; Hage and Aiken，“Relationship of Centralization to Qther 
Structural Properties:' Admi間 strati出 ScienceQuarterly， Vo1. 21， 1967 
12) T目 Bums& G. M. Stalker， The Managem凹 tof Innovation， 1957; Terrebery， op. cit 
13) r .awrence and T .ursch， o.ρcit.; Di1. ot. cit 
コンテインクヱソシー ・セオり と組織間関係論。環境理解 く139) 19 





















14) M. Aiken 皿 d]. H昭'.“OrganizationalInterdependence and Intra-Organizational 
Structure"， American Sociological R目 Z目的 Vol.3， 1968 
15) Aiken and Hage， op. cit.; Thomps四 .0ραム
16) これらの研究のより詳しいリストについては次を審問されたい。 Vande Ven， Emmett and 
Koen皿 g，op. cit 
17) ②. @，①については Thomp田 n，o.ρ凶 αんを， ①については Child. . Organizational 
Structure， En"羽でonmentHnn Perfonnance，"晶加'ology，Vol. 6， 1972，を，⑥については









































およひコ γ ティ γジェ Y シー・セオリ一切違いについて考えておくことが必要
であろう。












18) Litwak and Hylton，“Interorganizalional Analysis，" Administrative Science Quart町 ly，
Vol. 6， 1962. 



























20) Negandhi，“Int町 organizationTheory; Introduction and Overview;' in N曙 a吋hi(ed.)， 。ρ at








ι の理論に関 F る年次大会主開催し，研究者聞のコミュニケ -.y~，:/ を積極的
にすすめて，この理論の発展に尽している。
組J識間関係論の発展については，ネガンディーやヴァン・デ・ヴヱンニエメ















た。ここでは， トγプソ/'.ディノレ，エパ/'.ホー ノレ二クラ グ等の研究があ
21) Ibid.， Van de Ven. E-mmett皿 dIVwning，噌口£





















22) Thompson， 0ραt.， Dill，。ρ.αt.，;W. M. Evan， <<The Organization-Set: Tow.町da 
Theorv of Interor田 nizationalRelations，"凹 J口 Thompson，Aj伸 roaches白 Orga別 za
tional Design， 1966; R. H. Hall and J. P. Clε，k，“Problems in the Study of Interorga-
nizational Relationships，" Organizati日.aηd AdminutT叫iveScienι:e， Vol目 5，1974. 
23) R. L. Warren，“The Interorganizational Field as a Focus for Investigati叩 " A訪問
nistrati.ve品'cienceQuartr:rly， Vol. 12， 1967; Van de-Ven， Emmett and 弘.oemng，op. cit.; 
Aldrich，“An Organization-Environment Perspective on Cooperation and Conflict between 
Organizations." in Negandhi (ed.)， op. cit 
24) Evan， op. cit 
25) 野本千秋「組織的合理性と組織=環境白相互関部J r組織科学~ 1引1) 1978，山倉健嗣「組織
iR'哲司係の分析枠組 Ir組織科学Jl1l(3)..i1977. 

























































坦:) Zeitz. o.ραt.， in Neganrlhi (吋).噌 CI_t
コンティンジェンシ セオリー と組織間関保論白環境理解 (147) 27 
が強<，そのため，環境を問題としても，それはコ γ トロ ノレできるかどうか
といった問題に関心が寄せられることになる。それゆえ環境の不確実性，不安






















29) Aldrich， otαt 
30) 1. A. Akinbode and R. C. Clark，“A Framework fOr Analyzing Interorganizational 
Relati.OT1Hhip，" H出 nanRelations. Vol. 29. 1976 
31) C. B. Marrett，“On the Specification of Interorganization Dimensions，" Sociology and 







































32) Aldrich. 0ゆ.at 
3の Akinbodeand Clark， op. cit. 
34) !bid. 











環境論. B.相主作用する組織.!7ノレープ・人の集合と Lての環境論.c 社











しかし，コ Y ティ γ ジヱ:/'lー・七オリーは，諸組織の要求や諸組織との関
35) D. S. MiLeli and D. F. Gi1lespie， " An Integrated Forma1ization of Organization Envト
ronmfent Interdep四 denc日，"Hu問anRelations， Vo1. 29， 1976 
36) HaH and Clark in Negandhi (ed.)， op. cit.; Neghandhi皿 dReim四 inNegandhi 
(00.)， op. cit.; Warrcn ot a/J in Negandhi， op. cit.; Aldrich. op. cit 
30 (150) 第 122巻第3.4号
係のあり方について十分な処理ができないため，この問題を扱っている組織間
関係論の環境理解についてみてきた。そして，本稿においては，エノミンの組織
セット・モデルとヴァン・デ・ヴヱン他の組織間コレクティピティーの考え方
の違いについて考察した。しかし，組織間関係論の詳しい内容とその検討は残
されており，次の稿の課題である。
しかし，組織間関係論は興味深しその可能性は大きいものと考えられるが，
①現在までのところまだ統一的な理論という程まとまっ Cいない己と，①経営
学の関心からみた場合，最も重要だと思われる企業と企業の関係，企業と財界
企業と政府との関係についての研究が少ないことが問題として残る。
